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１．研究計画の概要 
 眼内自然免疫機構を解明する目的で、ヒト
培養虹彩色素上皮（IPE）、ヒト培養角膜内皮
（HCE）、眼色素上皮誘導制御性 T 細胞
（PE-induced Tregs）らを用いてその抑制能
について解析した。 
 
 
２．研究の進捗状況 
1. ヒト培養虹彩色素上皮（IPE）は in vitro
でぶどう膜炎患者から得られた活性化 T
細胞を細胞接触を介してその増殖を抑制
していた。またその抑制の責任分子は膜
結合型 TGF-beta であることを見出した
（Horie S, et al. Exp. Eye. Res. 2009, 
88: 1033-1042）。 

2. ヒト培養角膜内皮（HCE）は in vitro で
T 細胞、B細胞、マクロファージを有意に
抑制していた。その責任分子は PD-L1 副
刺激分子で、この表面分子を介して PD-1
陽性 Th１細胞を特異的に抑制していた
（Sugita S, et al. Invest. Ophthalmol. 
Vis. Sci. 2009; 50: 263-272）。我々は、
この HCE が制御性 T 細胞誘導能を有する
かも検討したところ HCE は CD8+ T 細胞を
in vitro で制御性 T細胞へと変換し、そ
の責任分子は膜結合型 TGF-beta である
ことを見出した（Sugita S, et al. Invest. 
Ophthalmol. Vis. Sci. 2009, in press）。 

3. 眼 色 素 上 皮 誘 導 制 御 性 T 細 胞
（PE-induced Tregs）は PD-L1 副刺激分
子を介して他の活性化 T 細胞を細胞接触
を介して抑制している事を報告した
（Sugita S, et al. Invest. Ophthalmol. 
Vis. Sci. 2009, in press）。 

３．現在までの達成度 
 当初の計画以上に進展している。 
（理由）眼内免疫機構として予測されていた眼内

組織（虹彩色素上皮、網膜色素上皮、角膜内皮細

胞）による免疫抑制作用という現象を解明し、そ

の抑制を担っている機能分子を同定することに成

功し、数多くの国際医学論文に報告したため。 

 
 
４．今後の研究の推進方策 
 1. まだ眼内免疫抑制機構で解析が進んで
いない他の眼内細胞と組織（前房水、硝子体
など）に取り組む。 
  2.ぶどう膜炎に対する免疫療法の可能性
を探るために、眼色素上皮誘導制御性 T細胞
（PE-induced Tregs）をマウスの自己免疫性
ぶどう膜炎モデルに投与して眼内炎症が抑
制されるか検討する。 
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